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令和 ５年 ２月１３日

SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 所在地 横手市十文字町十五野新田
字明神東 58－2

名 称 Pilz 株式会社
代表者 畠山 琢麿

は、SDGs の内容を理解し、SDGs達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

３側面

(主な分

野にþ)

SDGs 達成に向けた

重点的な取組

2030年に向けた

指標

重点的な取組及び

指標の進捗状況

（※初回記入不要。１年ごとに要報告）

初回登録年月日：Ｒ４年 １月１７日

関連する主な

SDGs ゴール

（最大３つ）

þ経済

☐社会

þ環境

持続可能な社会の実

現のため、環境配慮

型サービス・製品の

提供

●自社の製品・サービス

で、天然素材やフェアトレ

ードな材料を使用

●製品・サービスの環境に

配慮した企画開発・設計基

準の設計

・廃菌床から昆虫（幼虫

期）の餌となる「マット

（Ｋマット）」の開発

・使用済み「マット（ｋ

マット）」を肥料として

再活用するための検証

９

１２

１３

☐経済

þ社会

☐環境

自社のリソースを最

大限活用し、地域の

教育に貢献する活動

を行います。

●職業体験や出張授業の企

画・実施

●文化イベント企画・協賛

（アートイベントやコンサ

ート等）

・職場見学の実施

・学校給食へ生産物の提

供

・医療機関、福祉施設等

で詰め放題の実施

４

１７

☐経済

þ社会

☐環境

働きがいのある職場

環境の実現

●各種資格取得費用の補助

●キャリア面談の実施

●健康診断受診率の向上

●ストレスチェックの実施

・職員の希望、能力を重

視した業務の割振り

・健康診断受診率 100％

・秋田県南若者サポート

ステーションよこてと

連携した地域雇用創出

３

８

１１

「イノベーションによる持続的な経済の実現」

「新しい価値の創造」

「地域資源の循環によるSDGｓへの挑戦」

Pilz 株式会社



ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべての人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


